








Ⅰ.研究の目的並びに必要性

　早期発見,早期治療は小児眼疾患治療の鉄則であり,とくに斜視及び弱視につ

いてそれがいえる。小児の視力及び両眼視機能がほぼ 6才で完成して成人並と

なるからである。しかし現実には,はっきりとした斜視以外は,検査をうける機

会のないまま,就学時検診すなわち 6 才の時に初めて発見され,難治,または不

治となる場合がほとんどである。つまり“6 才ではおそすぎる”のである。そ

こでこういった疾患の発見時期を早めるため,5 才児さらに 4 才児に視力及び

眼位についての集団検診を行うことが望ましい。本研究はその集団検診の方法,

時期,さらにアフターケア・システムなどの確立を目的としている。


